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街
角
で
見
守
る
人

（つづく）

周辺に大竹（大森？）松竹座も？［1950s-？］

画
は
、
写
真
の
技
術

を
も
と
に
し
た
欧
米

各
国
で
の
研
究
に
よ
っ
て　　
世

紀
の
終
わ
り
に
花
開
い
た
新

し
い
芸
術
で
あ
る
。
日
本
で

初
め
て
の
映
画
の
上
映
は
、

一
八
九
六
（
明
治　　
）
年
、

神
戸
に
お
い
て
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
と
き
用
い
ら
れ
た
の

は
、
電
球
の
父
と
し
て
も
知

ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ト
ー
マ
ス

＝
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明
し
た
「
キ

ネ
ト
ス
コ
ー
プ
」
と
い
う
映
写

機
だ
っ
た
。
箱
を
の
ぞ
き
こ
む

と
そ
の
中
に
動
画
が
見
ら
れ

る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
今
日

我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
映
画

に
よ
り
近
く
な
る
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
兄
弟
が

作
り
出
し
た
「
シ
ネ
マ
ト
グ

ラ
フ
」
で
、
こ
れ
に
よ
り
ス
ク

リ
ー
ン
で
の
上
映
が
可
能
と

な
っ
た
。こ
れ
も
一
八
九
七（
明

治　　　
）
年
に
は
日
本
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
日
清
戦
争
が

終
わ
り
、
産
業
革
命
が
押
し

進
め
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
、
日

本
に
お
け
る
映
画
の
歴
史
が

こ
う
し
て
幕
を
開
け
た
。

　
初
期
の
映
画
は
い
わ
ゆ
る

〈
無
声
映
画
〉
で
あ
り
、
映

像
解
説
を
す
る
弁
士
が
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が

「
ト
ー
キ
ー
」（talkie

）
と
い

わ
れ
る
〈
発
声
映
画
〉
に
な
っ

た
の
は
昭
和
初
期
の
こ
と
。

現
在
の
蒲
田
駅
東
口
の

ア
ロ
マ
ス
ク
エ
ア
に
、
一

九
二
〇（
大
正
９
）
年
か

ら
一
九
三
六
（
昭
和　　

　
）
年
ま
で
あ
っ
た
「
松

竹
キ
ネ
マ
蒲
田
撮
影

所
」
に
お
い
て
、
日
本

初
の
本
格
的
ト
ー
キ
ー
映

画
『
マ
ダ
ム
と
女
房
』（
監

督
＝
五
所
平
之
助
、
出

演
＝
田
中
絹
代
ほ
か
）

が
一
九
三
〇（
昭
和
６
）

年
に
制
作
さ
れ
た
。
蒲
田
撮

影
所
は
、
存
在
し
た　　　
年
間

に
千
二
百
本
も
の
映
画
を
撮

影
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
町

工
場
の
騒
音
が
ト
ー
キ
ー
映

画
の
撮
影
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
神
奈
川
県
の
大
船
へ
移

転
し
た
。

　
こ
の
ト
ー
キ
ー
映
画
の
誕
生

は
新
た
な
俳
優
や
ジ
ャ
ン
ル
の

登
場
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
日

本
の
映
画
界
に
黄
金
時
代
を

も
た
ら
す
。
し
か
し
、
相
次

ぐ
戦
争
に
よ
る
打
撃
は
大
き

く
、
日
本
映
画
が
息
を
吹
き

返
す
の
は
、
一
九
五
二
（
昭

和　　　
）
年
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る

映
画
検
閲
の
廃
止
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

称
、
戦
時
中
は
『
東
亜
館
』

と
改
称
し
た
が
戦
災
で
廃
館

と
な
っ
て
い
る
」

 

こ
の
ほ
か
に
も
馬
込
銀
座
な

ど
に
映
画
館
が
あ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
松
竹
蒲
田
撮
影

所
が
あ
っ
た
大
正
末
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
は
俳
優
や

撮
影
技
師
な
ど
の
映
画
関
係

者
が
蒲
田
か
ら
池
上
、
大
森

に
か
け
て
多
く
住
み
、〈
流
行

は
蒲
田
か
ら
〉
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
最
先
端
の
文
化
が
息
づ

い
て
い
た
。
馬
込
文
士
村
の

最
盛
期
と
重
な
る
の
も
興
味

深
い
。

 

さ
て
、
昭
和　　　
年
代
末
か

ら　　　
年
代
に
か
け
、
日
本
の

映
画
界
は
第
二

の
黄
金
時
代
を

迎

え

る
。「
松

竹
」「
東
宝
」「
日

活
」「
大
映
」「
東

映
」
と
い
っ
た
大

手
の
制
作
・
配

給
会
社
が
新
作

の
量
産
体
制
を

敷
い
た
こ
と
か
ら
、
邦
画
の

年
間
制
作
本
数
は
一
九
六
〇

(

昭
和　　)

年
に
五
四
七
本
と

い
う
ピ
ー
ク
を
記
録
し
た
。

 

し
か
し
、
ま
た
も
逆
風
が
吹

く
。
一
九
六
四
（
昭
和　　　
）

年
の
東
京
五
輪
開
催
に
よ
る

家
庭
用
テ
レ
ビ
の
加
速
的
な

つ
て
は
日
本
全
国
の

街
角
に
多
く
の
映
画

館
が
あ
っ
た
。
月
村
吉
治
著

『
蒲
田
撮
影
所
と
そ
の
附

近
』（
自
費
出
版
）
に
は
、

大
森
の
旧
東
海
道
沿
い
に
映

画
館
が
増
え
て
い
く
様
子
と

変
遷
が
記
さ
れ
て
い
る
。

 

「
映
画
館
と
し
て
古
い
と
こ
ろ

で
、『
大
森
豊
年
館
』
が
あ
る
。

開
館
は
明
治
四
十
年
代
と
い

わ
れ
て
い
る
が
確
証
が
な

い
。
美
原
通
り
は
大
森
劇
場

の
近
く
に
建
設
さ
れ
た
。 〈
中

略
〉
昭
和
五
年
十
二
月
三
十

一
日
よ
り
日
活
直
営
と
な

り
、『
大
森
日
活
館
』
と
改

日
本
初
の
シ
ネ
コ
ン
？　

日
本
初
の
シ
ネ
コ
ン
？　

〜
キ
ネ
カ
大
森
〜

〜
キ
ネ
カ
大
森
〜

大
森
の
映
画
館

大
森
の
映
画
館

　

日
本
映
画
の
夜
明
け

　

日
本
映
画
の
夜
明
け
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﹇
取
材
協
力
﹈キ
ネ
カ
大
森
様
、珈
琲

亭
ル
ア
ン
様
、カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
み

づ
ほ
様

ん
な
暗
黒
時
代
に
好
転

の
兆
し
が
見
え
て
く
る

の
は
平
成
初
期
。
減
少
の
一
途

だ
っ
た
映
画
館
数
が
増
加
に
転

じ
る
。そ
の
立
役
者〈
シ
ネ
マ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
〉は
一
般
に
５
ス
ク

リ
ー
ン
以
上
を
有
し
、配
給
会
社

も
固
定
し
な
い
。外
資
の
力
を
借

り
な
が
ら
も
独
自
の
進
化
を
と

げ
、今
日
の
邦
画
復
活
に
至
る
力

の
源
と
な
っ
た
。

　
そ
の
は
し
り
と
な
る
施
設
が
一

九
八
四
（
昭
和　　　
）
年
、
大

森
に
誕
生
し
た
。
駅
東
口
の「
西

友
」
に
あ
る
『
キ
ネ
カ
大

森
』
だ
。
ス
ク
リ
ー
ン
は
３

つ
と
少
な
め
だ
が
、
総
合

ス
ー
パ
ー
に
併
設
さ
れ
る
な

ど
、
現
在
の
〈
シ
ネ
コ
ン
〉

に
通
ず
る
部
分
は
多
い
。

日
本
初
の
本
格
的
シ
ネ
コ
ン

の
誕
生
は
一
九
九
三
（
平

成
５
）
年
の
『
ワ
ー
ナ
ー･

マ

イ
カ
ル･

シ
ネ
マ
ズ
海
老

名
』（
神
奈
川
県
）
開
業
を

待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、『
キ

ネ
カ
大
森
』
は
日
本
映
画

界
が
未
来
を
見
出
そ
う
と

し
て
い
た
頃
の
貴
重
な
産
物

と
い
え
る
。
ま
た
、　　　
年
ほ

ど
前
か
ら
は
積
極
的
に
ア

ジ
ア
映
画
を
上
映

し
、
フ
ァ
ン
に
は
有

名
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
。

　
二
〇
〇
二
（
平
成　

　　
）
年
に
は
、
７
つ

の
ス
ク
リ
ー
ン
を
持
つ

『
平
和
島
シ
ネ
マ
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
』
が
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
平
和
島

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
シ
ネ
コ
ン

の
快
適
な
シ
ー
ト
に
身
を
任
せ

な
が
ら
、
一
世
紀
に
及
ぶ
大

森
の
街
と
映
画
の
か
か
わ
り

に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の
も
お

も
し
ろ
い
。　　　　　　　　　　　 

■

映

そ

▲キネカ大森。初のシネコン？

か

普
及
に
と
も
な
っ

て
、
映
画
の
年

間
観
客
動
員
は

減
り
続
け
た
。

一
九
五
八
（
昭

和　　　
）
年
の
約

　　　
億
人
か
ら
、

わ
ず
か
５
年
で

約
５
億
人
に
半

減
。
高
度
成
長
の
も
と
で
進

ん
だ
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
も
そ

れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
以
降
、
日
本
映
画

界
は
長
い
不
調
に
陥
る
。
そ

し
て
、
街
角
の
映
画
館
も
だ

ん
だ
ん
と
そ
の
役
割
を
終
え

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

かつての「大森みづほ劇場」のビル屋上に
映画看板の枠が今も残る。
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大森には、人のいとなみが土地の記憶（地霊）として残っています。今回は、大森のまちを「映

画」を通して見ていきます。（文＝山田智士　地図・撮影＝たかだあや）
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